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政
治
学
教
育
に
つ
い
て

政
治
学
原
論
の
位
置
付
け

大

塚

桂

一

は
じ
め
に

二

戦
後
の
原
論
学
者

三

研
究
の
あ
ゆ
み

四

む
す
び
に
か
え
て

一

は

じ

め

に

近
代
日
本
に
お
け
る
政
治
学
の
生
成
と
展
開
過
程
に
関
し
て
は
、
以
前
に
若
干
の
検
討
を
し
た
こ
と
が
あ
る
（
拙
著
『
近
代
日
本
の
政

治
学
者
群
像
』
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）。
本
稿
で
は
、
政
治
学
原
論
の
来
歴
や
そ
れ
を
担
当
し
て
き
た
学
者
群
像
を
回
顧
し
た
い
。

政
治
学
原
論
は
、
政
治
学
科
に
お
け
る
枢
要
な
学
科
目
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
大
学
に
よ
っ
て
、
一
、
二
年
次
生
向
け
の
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入
門
科
目
と
し
て
の
性
質
を
も
た
せ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
二
、
三
年
次
の
専
門
科
目
と
し
て
の
性
質
を
も
た
せ
る
場
合
も
あ
る
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
政
治
学
原
論
は
、
政
治
学
の
総
論
で
あ
り
、
か
つ
基
礎
理
論
を
取
り
扱
う
学
科
目
と
い
え
よ
う
。
旧
制
大
学
に
あ
っ
て
は
、

政
治
原
論
、
政
治
学
原
理
、
政
治
学
概
論
、
政
治
学
と
い
う
科
目
が
配
当
さ
れ
て
い
た
。
今
日
の
政
治
学
原
論
の
前
身
と
い
え
よ
う
か
。

明
治
期
、
東
京
専
門
学
校
山
田
一
郎
（
一
八
六
〇－

一
九
〇
五
）
は
『
政
治
原
論
』（
一
八
八
四
年
）
を
刊
行
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
政
党

に
つ
い
て
論
じ
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
早
大
市
島
謙
吉
（
一
八
六
〇－

一
九
四
四
）
の
『
政
治
原
論
』（
一
八
八
九
年
）、
早
大

浮
田
和
民
（
一
八
六
四－
一
九
四
六
）
の
『
政
治
原
論
』（
一
九
一
一
年
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
大
正
期
に
は
、
中
大
稲
田
周
之
助
（
一
八

六
七－

一
九
二
七
）
が
『
政
治
学
原
理
』（
一
九
一
二
年
）
を
著
し
た
。
昭
和
前
期
に
は
、
早
大
高
橋
清
吾
（
一
八
九
一－

一
九
三
九
）
が
『
政

治
科
学
原
論
』（
有
斐
閣
、
一
九
三
二
年
）を
出
版
し
て
い
る
。
ま
た
官
立
大
学
に
あ
っ
て
は
、
九
大
で
今
中
次
麿（
一
八
九
三－

一
九
八
〇
）

が
政
治
学
原
理
講
座
を
担
当
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
、
堀
豊
彦
（
一
八
九
九－

一
九
八
六
）
は
『
政
治
学
原
論
』（
一
九
五
六
年
）
に
あ
っ

て
、
断
片
的
な
が
ら
政
治
学
原
論
の
由
来
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
戦
後
新
制
度
に
あ
ら
た
ま
っ
た
折
り
に
、
東

大
に
あ
っ
て
は
従
来
か
ら
の
政
治
学
を
政
治
学
原
論
と
称
し
た（
同
書
、
は
し
が
き
）、
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
学
系
政
治
学

に
あ
っ
て
政
治
（
学
）
原
論
と
い
う
呼
称
は
、
す
で
に
戦
前
の
段
階
で
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で
あ
っ
た
。

二

戦
後
の
原
論
学
者

日
本
に
お
け
る
政
治
学
は
、
す
で
に
百
二
〇
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
。
日
本
政
治
学
史
上
、
い
わ
ゆ
る
原
論
学
者
に
は
ど
の
よ
う
な

人
々
が
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
現
在
原
論
学
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
研
究
者
と
し
て
は
、
誰
が
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
便
宜
上
、

以
下
の
よ
う
に
整
理
し
て
み
た
い
。
た
だ
し
、
主
要
大
学
に
お
け
る
代
表
的
な
原
論
担
当
者
に
限
定
し
て
い
る
。
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Ａ

第
一
世
代
（
一
九
〇
〇
年
前
後
に
誕
生
し
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
活
躍
し
た
政
治
学
者
た
ち
）

戦
前
期
か
ら
戦
後
に
か
け
て
活
躍
し
た
代
表
的
な
原
論
学
者
と
し
て
、
九
大
の
今
中
次
麿
が
い
る
。
彼
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
研
究
、
独
裁

論
、
日
本
政
治
史
、
日
本
政
治
思
想
史
、
政
治
思
想
史
な
ど
研
究
関
心
は
多
岐
に
わ
た
っ
た
。
し
か
し
、
原
論
学
者
と
し
て
の
今
中
の

真
骨
頂
は
、
社
会
科
学
と
し
て
の
政
治
原
理
の
究
明
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
究
明
作
業
は
政
治
権
力
の
分
析
を
通
じ
て
お
こ
な
わ

れ
た
。
今
中
は
、『
政
治
学

国
家
論
』（
内
外
出
版
、
一
九
二
四
年
）、『
政
治
学
に
於
け
る
方
法
二
元
論
』（
ロ
ゴ
ス
書
院
、
一
九
二
八
年
）、

『
政
治
学
要
論
』（
ロ
ゴ
ス
書
院
、
一
九
二
八
年
）、『
現
代
独
裁
政
治
学
概
論
』『
現
代
独
裁
政
治
史
総
説
』『
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
運
動
論
』『
民

族
的
社
会
主
義
論
』（
一
九
三
二
年
）、『
日
本
政
治
史
大
綱
』（
一
九
三
六
年
）、『
政
党
発
生
論
』（
一
九
三
六
年
）、『
政
治
統
制
論
』（
日
本

評
論
社
、
一
九
三
八
年
）、『
政
治
学
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
四
一
年
）、『
政
治
学
序
説
』（
一
九
五
一
年
）、『
政
治
権
力
の
歴
史
的
構
造
』（
合

同
出
版
、
一
九
五
七
年
）、『
新
政
治
原
理
総
論
』（
大
明
堂
、
一
九
七
四
年
）、『
西
洋
政
治
思
想
史
（
全
二
巻
）』（
大
明
堂
、
一
九
七
四
年
）
な

ど
の
著
作
を
残
し
た
。

堀
豊
彦
は
、
戦
後
す
ぐ
の
東
大
に
あ
け
る
原
論
担
当
教
授
で
あ
り
、『
中
世
紀
の
政
治
学
』（
岩
波
書
店
、
一
九
四
二
年
）、『
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
と
自
由
主
義
』（
惇
信
堂
、
一
九
四
六
年
）、『
政
治
学
』（
法
政
大
学
、
一
九
四
八
・
四
九
・
五
〇
・
五
六
・
六
九
年
）、『
政
治
学
原
論
』

（
東
大
出
版
会
、
一
九
六
五
年
）
な
ど
の
著
作
を
残
し
た
。

内
田
繁
隆
（
一
八
九
一－

？
）
は
、
戦
前
よ
り
早
大
政
経
学
部
で
日
本
政
治
史
を
担
当
し
、
昭
和
三
六
年
以
降
は
国
士
館
大
学
政
経
学

部
で
政
治
学
原
論
な
ら
び
に
日
本
政
治
史
を
担
当
し
た
。
主
著
と
し
て
、『
日
本
政
治
社
会
思
想
史
』（
巌
松
堂
書
店
、
一
九
三
〇
年
）、『
現

代
思
想
の
総
合
観
』（
社
会
書
房
、
一
九
三
二
年
）、『
日
本
政
治
思
想
史
』（
南
郊
社
、
一
九
三
八
年
）、『
日
本
政
治
史
』（
大
観
社
、
一
九
四

〇
年
）、『
新
政
治
体
制
の
原
理
』（
改
造
社
、
一
九
四
一
年
）、『
政
治
学
概
論
』（
早
大
出
版
部
、
一
九
四
一
年
）、『
日
本
政
治
学
大
綱
』（
実
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業
之
日
本
社
、
一
九
四
四
年
）、『
社
会
主
義
政
治
学
』（
勁
草
書
房
、
一
九
五
〇
年
）、『
政
治
学
序
説
』（
前
野
書
店
、
一
九
六
二
年
）、『
政
治

学
新
原
理
』（
前
野
書
店
、
一
九
七
九
年
）
な
ど
が
あ
る
。
内
田
は
当
初
日
本
政
治
史
な
ら
び
に
日
本
政
治
思
想
史
を
研
究
し
て
い
た
が
、

戦
時
中
は
東
亜
協
同
体
や
全
体
主
義
国
家
、
日
本
国
家
の
研
究
に
重
点
を
移
し
た
。
戦
後
は
、
平
和
や
福
祉
国
家
の
究
明
に
あ
た
っ
た
。

戸
沢
鉄
彦
（
一
八
九
三－

一
九
八
〇
）
も
戦
後
名
大
の
政
治
学
講
座
の
担
当
者
で
あ
っ
た
。
戸
沢
に
は
、
戦
前
に
お
け
る
『
政
治
学
概

論
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
三
〇
年
）、『
宣
伝
概
論
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
三
八
年
）、『
国
政
論
集
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
四
〇
年
）、『
宣
伝

戦
の
史
実
と
理
論
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
四
二
年
）な
ど
が
あ
り
、
戦
後
に
は『
社
会
と
国
家
』（
政
治
教
育
教
会
、
一
九
四
六
年
）、『
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
の
受
難
者－

ト
マ
ス
・
ペ
イ
ン
の
思
想
と
生
涯
』（
政
治
教
育
教
会
、
一
九
四
八
年
）、『
イ
ギ
リ
ス
政
治
思
想
史
』（
日
本
評
論
社
、

一
九
四
九
年
）、『
国
家
の
将
来
』（
勁
草
書
房
、
一
九
五
五
年
）
な
ど
を
著
し
た
。
戸
沢
は
、
多
元
的
国
家
論
か
ら
マ
ル
ク
ス
主
義
へ
の
移

行
が
み
ら
れ
る
の
が
学
問
的
特
長
で
あ
り
、
ま
た
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
研
究
の
先
駆
者
と
も
い
え
よ
う
。

秋
永
肇
（
一
九
〇
九－

八
四
）
は
二
六
年
間
の
長
き
に
わ
た
っ
て
、
明
大
政
経
学
部
で
政
治
学
原
論
を
担
当
し
た
。
主
著
と
し
て
『
現

代
政
治
学
』（
富
士
書
店
、
一
九
六
二
年
）
し
か
な
い
が
、
こ
の
他
に
マ
ッ
キ
ー
バ
ー
『
政
府
論
』（
勁
草
書
房
、
一
九
五
四
年
）
の
訳
業
と

編
著
『
政
治
学－

近
代
と
現
代－

』（
学
文
社
、
一
九
七
三
年
）
が
あ
る
。
秋
永
原
論
は
、
権
力
や
国
家
の
機
能
的
考
察
を
し
た
点
が
特
徴

的
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
政
治
学
会
の
理
事
長
を
経
験
し
た
が
、
必
ず
し
も
知
的
生
産
性
に
富
ん
だ
学
者
で
は
な
か
っ
た
。

原
田
鋼
（
一
九
〇
九－

八
二
）
は
、
戦
後
な
が
ら
く
中
大
で
政
治
学
原
論
と
法
哲
学
を
担
当
し
て
き
た
。
原
田
政
治
学
は
存
在
論
的
立

場
か
ら
す
る
政
治
学
体
系
の
樹
立
を
め
ざ
し
て
お
り
、
そ
れ
は
政
治
哲
学
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
原
田
に
は
、『
欧
米
に
於
け
る
主
権
概

念
の
歴
史
及
再
構
成
』（
有
斐
閣
、
一
九
三
四
年
）、『
法
治
国
家
論
』（
有
斐
閣
、
一
九
三
九
年
）、『
政
治
思
想
史
概
説
（
Ⅰ

・
Ⅱ
）』（
有
斐

閣
、
一
九
四
一
年
）、『
主
権
概
念
を
中
心
と
し
て
み
た
る
政
治
学
説
史
』（
研
進
社
、
一
九
四
七
年
）、『
政
治
理
論
の
基
本
課
題
』（
由
利
書
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房
、
一
九
四
八
年
）、『
政
治
と
倫
理
』（
実
業
之
日
本
社
、
一
九
四
八
年
）、『
政
治
学
原
論
』（
朝
倉
書
店
、
一
九
五
〇
年
）、『
政
治
的
自
由
の

理
念
』（
紀
元
社
、
一
九
五
四
年
）、『
主
権
論
』（
小
峯
書
店
、
一
九
五
四
年
）、『
政
治
哲
学
序
説
』（
学
芸
書
房
、
一
九
五
五
年
）、『
政
治
倫
理

学
序
説
』（
勁
草
書
房
、
一
九
五
七
年
）、『
法
哲
学
の
基
本
問
題
』（
青
林
書
院
新
社
、
一
九
五
八
年
）、『
カ
ン
ト
の
政
治
哲
学
』（
有
斐
閣
、

一
九
七
五
年
）、『
少
数
支
配
の
法
則
』（
新
泉
社
、
一
九
七
五
年
）、『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
思
潮
史
』（
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
八
〇
年
）、『
権
力

複
合
態
の
理
論
』（
有
斐
閣
、
一
九
八
一
年
）、『
政
治
権
力
の
実
体
』（
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
八
九
年
）
な
ど
が
あ
る
。
原
田
の
学
問
体
系

は
、
政
治
学
原
論
分
野
、
法
思
想
・
哲
学
分
野
、
政
治
思
想
分
野
、
政
治
社
会
学
分
野
か
ら
構
成
さ
れ
る
壮
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。
さ

ら
に
、
原
田
は
、
純
粋
政
治
学
分
野
か
ら
は
じ
め
て
文
化
功
労
者
に
選
ば
れ
た
（
拙
著
『
多
元
的
国
家
論
の
展
開
』
法
律
文
化
社
、
一
九
九

九
年
参
照
）。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
政
治
学
原
論
学
者
と
し
て
理
想
的
な
モ
デ
ル
と
し
て
措
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

鈴
木
安
蔵
（
一
九
〇
四－

八
三
）
は
憲
法
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
同
時
に
政
治
学
原
論
も
担
当
し
た
。
鈴
木
は
『
政
治
学
原
論
』

（
勁
草
書
房
、
一
九
六
二
年
）
に
あ
っ
て
、「
政
治
学
原
論
が
、
何
を
い
か
な
る
範
囲
に
お
い
て
扱
う
べ
き
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、

著
者
自
身
い
ま
だ
確
信
は
な
い
。
た
だ
著
者
と
し
て
は
、『
政
治
学
体
系
』と
も
い
う
べ
き
も
の
の
基
礎
理
論
的
部
分
を
扱
う
の
が
そ
の

領
域
で
あ
る
と
一
応
考
え
て
い
る
」（
同
書
序
文
一
頁
）、
と
述
べ
て
い
る
。
鈴
木
は
戦
後
憲
法
学
者
と
し
て
の
評
価
が
高
い
が
、
戦
前
か

ら
戦
後
の
一
時
期
に
か
け
て
は
、
政
治
学
原
論
へ
の
貢
献
も
し
て
い
た
。
鈴
木
の
政
治
学
関
連
の
著
書
と
し
て
他
に
、『
日
本
政
治
の
規

準
』（
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
四
一
年
）、『
史
的
唯
物
論
と
政
治
学
』（
勁
草
書
房
、
一
九
五
三
年
）、『
政
治
学
入
門
』（
成
文
堂
、
一
九
六
九

年
）、
な
ど
が
あ
る
。

田
畑
忍
（
一
九
〇
二－

一
九
九
四
）
は
当
初
政
治
学
研
究
を
し
て
い
た
が
、
憲
法
学
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
政
治
学
へ
の

研
究
意
欲
は
衰
え
る
こ
と
は
な
く
、
彼
は
、『
政
治
学
概
論
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
五
〇
年
）
を
出
版
し
、『
政
治
学
原
論
』
体
系
化
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へ
の
中
間
報
告
と
し
て
『
政
治
学
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
五
八
年
）
を
刊
行
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
体
系
化
は
未
完
に
お
わ
っ
た
。

他
に
、『
政
治
学
研
究
』（
三
和
書
房
、
一
九
八
〇
年
）
を
刊
行
し
て
い
る
。
田
畑
の
学
的
ス
タ
ン
ス
は
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
立
脚
し
て
お

り
、
権
力
主
義
、
官
僚
主
義
、
戦
争
主
義
に
反
対
の
意
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
法
と
政
治
と
の
関
係
性
を
論
究
し
た
作
品
と
し
て
『
法

と
政
治
の
実
践
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
五
四
年
）が
あ
る
。
ま
た
は
、『
明
治
政
治
思
想
研
究

加
藤
弘
之
』（
関
書
院
、
一
九
四
七
年
）、

『
佐
々
木
博
士
の
憲
法
学
』（
一
粒
社
、
一
九
六
四
年
）
な
ど
の
学
史
研
究
も
も
の
し
て
い
る
。

吉
村
正
（
一
九
〇
〇－
八
四
）
は
早
大
な
ら
び
に
東
海
大
で
政
治
学
原
論
を
担
当
し
て
き
た
。
吉
村
に
は
、『
現
代
政
治
に
お
け
る
官
僚

の
地
位
』（
前
野
書
店
、
一
九
五
〇
年
）、『
現
代
政
治
の
解
明
』（
前
野
書
店
、
一
九
六
二
年
）、『
日
本
政
治
の
診
断
』（
誠
信
書
房
、
一
九
六

四
年
）、『
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
現
代
化
』（
東
海
大
学
出
版
会
、
一
九
七
二
年
）、『
シ
テ
ィ
ー
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
』（
東
海
大
学
出
版
会
、
一
九
七

七
年
）、『
政
治
科
学
の
先
駆
者
た
ち
』（
サ
イ
マ
ル
出
版
会
、
一
九
八
二
年
）
な
ど
の
著
作
が
あ
る
。
吉
村
に
あ
っ
て
は
、
現
代
政
治
の
実

証
的
分
析
、
日
本
政
治
学
（
史
）
論
な
ど
に
関
す
る
研
究
の
上
に
、
原
論
が
展
開
さ
れ
た
。

斉
藤
敏
（
一
八
九
八－

？
）
に
は
、『
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
党
論
』（
光
生
館
、
一
九
四
九
年
）、『
Ｈ
・
Ｊ
・
ラ
ス
キ
研
究
』（
光
生
館
、
一

九
五
二
年
）、『
ア
メ
リ
カ
大
統
領
論
』（
理
想
社
、
一
九
五
三
年
）、『
政
治
学
入
門
』（
有
信
堂
、
一
九
六
五
年
）、『
ア
メ
リ
カ
憲
法
と
政
治
』

（
理
想
社
、
一
九
六
七
年
）、『
西
洋
政
治
思
想
史
』（
理
想
社
、
一
九
六
八
年
）
な
ど
の
著
作
が
あ
る
。
斉
藤
は
、
ア
メ
リ
カ
制
度
論
、
政
治

思
想
史
な
ど
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
原
論
の
構
成
と
な
っ
て
い
た
。

Ｂ

第
二
世
代
（
一
九
二
〇
年
代
に
生
誕
し
、
戦
後
旧
制
か
ら
新
制
大
学
へ
の
転
換
期
に
政
治
学
を
学
び
、
そ
の
後
政
治
学
を
講
ず
る
よ
う
に

な
っ
た
政
治
学
者
た
ち
）

名
大
横
越
英
一
（
一
九
二
〇－

九
〇
）
は
『
近
代
政
党
史
研
究
』（
勁
草
書
房
、
一
九
六
〇
年
）、『
政
治
学
体
系
』（
勁
草
書
房
、
一
九
六
二
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年
）『
政
治
学
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
六
四
年
）の
著
作
が
あ
る
。
政
党
の
理
論
的
か
つ
史
的
な
分
析
が
、
横
越
原
論
の
特
色
と
な
っ
て
い

る
。同

志
社
大
小
野
哲
（
一
九
二
三－

）
は
国
家
論
と
政
治
学
原
論
を
担
当
し
た
。
主
著
と
し
て
、『
政
治
と
権
力
の
理
論
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

書
房
、
一
九
五
六
年
）、『
政
治
・
国
家
・
権
力
の
論
理
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
七
三
年
）
が
あ
る
。
小
野
は
、「
政
治
学
原
論
の
基
礎

理
論
と
国
家
学
の
基
礎
理
論
の
根
幹
を
両
者
に
共
通
す
る
理
論
た
る
権
力
論
と
く
に
権
力
基
礎
理
論
を
中
心
に
、相
互
関
連
的
に
編
成
」

（
同
書
は
し
が
き
ⅰ
頁
）
せ
ん
と
し
た
。「
ａ
国
家
学
（
国
家
論
）
が
、
広
義
の
政
治
学
の
内
で
も
、
固
有
領
域
を
確
保
し
て
い
る
事
実
（
国

家
学
・
国
家
論
は
政
治
学
に
解
消
し
え
な
い
こ
と
）。
ｂ
国
家
学
（
国
家
論
）
が
、
政
府
論
な
い
し
政
治
機
構
論
と
、
相
違
す
る
こ
と
を
実
証

す
る
こ
と
…
…
。
ｃ
国
家
論
な
い
し
国
家
学
が
、
憲
法
学
や
比
較
政
治
制
度
論
と
の
間
に
も
つ
、
関
連
を
理
論
展
開
で
明
確
に
す
る
こ

と
」（
同
書
ⅲ
頁
）
を
目
標
に
し
て
い
た
。
現
在
、
筆
者
（
大
塚
）
は
現
代
国
家
論
を
担
当
し
て
い
る
が
、
小
野
の
問
題
意
識
と
は
共
通
し

た
部
分
が
あ
る
。

日
大
中
山
政
夫（
一
九
二
一－

二
〇
〇
一
）は
政
治
学
原
論
な
ら
び
に
政
治
思
想
史
を
担
当
し
た
。
主
著
と
し
て
、『
政
治
権
力
論
』（
三

和
書
房
、
一
九
五
八
年
）、『
現
代
政
治
学
』（
三
和
書
房
、
一
九
六
六
年
）、『
政
治
権
力
の
理
論
的
分
析
と
思
想
史
的
展
開
』（
三
和
書
房
、
一

九
九
一
年
）、『
現
代
政
治
の
基
礎
理
論
』（
三
和
書
房
、
一
九
九
四
年
）
な
ど
が
あ
る
。
中
山
は
民
主
主
義
社
会
や
大
衆
社
会
に
お
け
る
政

治
権
力
の
機
能
と
作
用
に
関
す
る
解
明
に
あ
た
っ
た
。

専
大
福
島
新
吾
（
一
九
二
一－

）
は
『
非
武
装
の
た
め
の
軍
事
研
究
』（
彩
流
社
、
一
九
八
二
年
）、『
日
本
の
政
治
指
導
と
課
題
』（
未
来

社
、
一
九
九
二
年
）、『
時
代
と
の
対
話
』（
西
田
書
店
、
一
九
九
八
年
）
な
ど
の
著
作
が
あ
り
、
平
和
、
軍
事
問
題
を
専
門
と
し
て
い
た
。

青
学
大
日
下
喜
一
（
一
九
二
六－

）
は
政
治
学
原
論
と
政
治
思
想
史
を
担
当
し
た
。
主
著
と
し
て
、『
現
代
政
治
思
想
史
』（
勁
草
書
房
、
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一
九
六
七
年
）、『
自
由
主
義
の
発
展
』（
勁
草
書
房
、
一
九
八
一
年
）、『
現
代
政
治
学
概
説
』（
勁
草
書
房
、
一
九
八
二
年
）、『
多
元
主
義
の
源

流
』（
早
大
出
版
部
、
一
九
八
四
年
）、『
現
代
民
主
主
義
論
』（
勁
草
書
房
、
一
九
九
四
年
）
な
ど
が
あ
る
。
日
下
は
、
イ
ギ
リ
ス
自
由
主
義

の
研
究
、
就
中
、
グ
リ
ー
ン
や
フ
ィ
ッ
ギ
ス
ら
の
個
別
思
想
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
し
て
、
理
想
主
義
、
政
治
的
多
元
主
義
を
ベ
ー

ス
に
し
た
政
治
学
を
展
開
し
て
い
っ
た
。
彼
は
、「
政
治
学
原
論
は
、
…
…
中
心
課
題
で
あ
る
政
治
現
象
を
科
学
的
に
把
握
し
法
則
化
す

る
と
い
う
固
有
の
作
業
を
内
容
と
す
る
」（『
現
代
政
治
学
概
説
』
一
頁
）、
と
の
理
解
を
示
し
て
い
た
。

中
大
小
林
丈
児
（
一
九
二
四－

？
）
に
は
、『
政
治
学
原
論
序
説
』（
青
木
書
店
、
一
九
六
七
年
）、『
現
代
イ
ギ
リ
ス
政
治
研
究
』（
中
大
出

版
部
、
一
九
八
九
年
）
が
あ
る
。
小
林
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
政
治
学
、
政
治
過
程
論
な
ど
に
関
心
を
有
し
て
い
た
。

明
大
橋
本
彰
（
一
九
二
五－

）
に
は
ラ
ス
ム
ッ
セ
ン
『
政
治
過
程
論
』（
勁
草
書
房
、
一
九
七
六
年
）
な
ら
び
に
ベ
ア
ワ
ル
ド
『
日
本
人

と
政
治
文
化
』（
人
間
の
科
学
社
、
一
九
七
四
年
）
の
翻
訳
が
あ
る
。
秋
永
と
同
様
に
、
知
的
生
産
性
は
低
い
。

学
習
院
大
飯
坂
良
明
（
一
九
二
六－

二
〇
〇
三
）
に
は
『
政
治
学
』（
学
陽
書
房
、
一
九
七
五
年
）、『
連
合
政
治
へ
の
潮
流
』（
東
洋
経
済
新

報
社
、
一
九
七
九
年
）、『
現
代
社
会
を
み
る
眼
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
七
九
年
）な
ど
の
書
物
が
あ
る
。
飯
坂
に
は
キ
リ
ス
ト
教
を

中
心
と
し
た
研
究
も
あ
る
し
、
連
合
政
権
に
関
し
て
比
較
的
早
く
か
ら
分
析
を
し
て
い
た
の
が
、
特
色
的
で
あ
っ
た
。

Ｃ

第
三
世
代
（
一
九
三
〇
年
代
に
生
誕
し
、
新
制
大
学
で
政
治
学
を
学
び
、
戦
後
の
政
治
学
の
発
展
と
と
も
に
活
躍
し
た
政
治
学
者
た
ち
）

早
大
内
田
満（
一
九
三
〇－

）に
は
、『
政
治
参
加
と
政
治
過
程
』（
前
野
書
店
、
一
九
七
二
年
）、『
都
市
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』（
中
央
公
論
社
、

一
九
七
八
年
）、『
ア
メ
リ
カ
政
治
団
体
の
研
究
』（
三
一
書
房
、
一
九
八
〇
年
）、『
政
党
政
治
の
政
治
学
』（
三
一
書
房
、
一
九
八
一
年
）、『
ア

メ
リ
カ
政
治
学
へ
の
視
座
』（
三
嶺
書
房
、
一
九
九
二
年
）、
さ
ら
に
は
『
内
田
満
政
治
学
論
集
（
１
・
２
・
３
）』（
早
大
出
版
部
、
二
〇
〇
〇

年
）
な
ど
が
あ
る
。
内
田
は
圧
力
団
体
や
政
党
の
分
析
、
さ
ら
に
は
早
稲
田
系
政
治
学
者
た
ち
の
研
究
（
政
治
学
史
）
に
立
脚
し
た
政
治
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学
原
論
を
展
開
し
て
い
た
。

名
大
田
口
富
久
治（
一
九
三
一－

）の
研
究
生
活
は
、
戦
後
政
治
学
の
あ
ゆ
み
と
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
す
る
。
田
口
に
は
、『
日
本
政
治
の

動
向
と
展
望
』（
未
来
社
、
一
九
六
四
年
）、『
現
代
政
治
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』（
青
木
書
店
、
一
九
六
七
年
）、『
社
会
集
団
の
政
治
機
能
』（
未

来
社
、
一
九
六
九
年
）、『
マ
ル
ク
ス
主
義
政
治
理
論
の
基
本
問
題
』（
青
木
書
店
、
一
九
七
一
年
）、『
マ
ル
ク
ス
主
義
国
家
論
の
新
展
開
』（
青

木
書
店
、
一
九
七
九
年
）、『
先
進
国
革
命
と
多
元
的
社
会
主
義
』（
大
月
書
店
、
一
九
七
八
年
）、『
行
政
学
要
論
』（
有
斐
閣
、
一
九
八
一
年
）、

『
現
代
資
本
主
義
国
家
』（
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
八
二
年
）、『
日
本
政
治
学
史
の
源
流
』（
未
来
社
、
一
九
八
五
年
）、『
日
本
政
治
学
史
の
展

開
』（
未
来
社
、
一
九
九
〇
年
）、『
政
治
学
講
義
』（
名
大
出
版
会
、
一
九
九
三
年
）、『
近
代
の
今
日
的
位
相
』（
平
凡
社
、
一
九
九
四
年
）、『
戦

後
日
本
政
治
学
史
』（
東
大
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
）、『
政
治
理
論
・
政
策
科
学
・
制
度
論
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
一
年
）
な
ど
の
著
作
が
あ

る
。
田
口
の
守
備
領
域
は
広
く
、
政
治
過
程
論
、
集
団
論
、
国
家
論
、
マ
ル
ク
ス
主
義
論
、
行
政
学
、
日
本
政
治
学
史
な
ど
研
究
意
欲

に
は
い
さ
さ
か
も
衰
え
を
み
せ
な
い
。

関
大
山
川
雄
巳
（
一
九
三
五－

二
〇
〇
三
）
に
は
、『
政
治
体
系
理
論
』（
有
信
堂
、
一
九
六
八
年
）、『
政
治
シ
ス
テ
ム
と
政
策
科
学
』（
学

研
、
一
九
七
五
年
）、『
政
策
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
』（
関
大
出
版
部
、
一
九
九
三
年
）、『
政
治
学
概
論
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
四
年
）な
ど
の
著

作
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
政
治
理
論
に
造
詣
が
深
い
原
論
担
当
者
で
あ
っ
た
。

立
教
大
高
畠
通
敏
（
一
九
三
三－

二
〇
〇
四
）
は
、
市
民
運
動
の
実
践
と
政
治
理
論
と
の
関
係
を
探
る
な
か
で
、『
い
ま
何
が
論
じ
ら
れ

て
い
る
か
』（
三
一
書
房
、
一
九
八
三
年
）、『
新
保
守
の
時
代
は
つ
づ
く
の
か
』（
三
一
書
房
、
一
九
八
七
年
）、『
生
活
者
の
政
治
学
』（
三
一

書
房
、
一
九
九
三
年
）、『
政
治
を
読
む
』（
潮
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）、『
政
治
学
へ
の
道
案
内
』（
三
一
書
房
、
一
九
八
四
年
）、『
政
治
学
』

（
有
斐
閣
、
一
九
七
八
年
）、『
政
治
学
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
』（
三
一
書
房
、
一
九
八
九
年
）、『
地
方
の
王
国
』（
潮
出
版
社
、
一
九
八
六
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年
）、『
日
本
政
治
の
構
造
転
換
』（
三
一
書
房
、
一
九
九
四
年
）
な
ど
の
著
作
を
残
し
た
。

日
大
本
田
弘
（
一
九
三
五－

）
は
地
方
自
治
論
な
ど
と
も
に
政
治
学
原
論
を
担
当
し
た
。
本
田
に
は
、『
現
代
都
市
行
政
論
』（
評
論
社
、

一
九
七
一
年
）、『
市
民
参
加
』（
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
七
二
年
）、『
市
民
参
加
の
政
治
学
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
七
五
年
）、『
参
加
型
分

権
化
の
地
方
自
治
』（
評
論
社
、
一
九
八
一
年
）、『
政
治
理
論
の
構
造
』（
勁
草
書
房
、
一
九
八
二
年
）、『
自
治
体
変
革
論
』（
学
文
社
、
一
九

八
五
年
）、『
情
報
公
開
制
度
』（
北
樹
出
版
、
一
九
八
八
年
）、『
現
代
地
方
自
治
の
機
能
と
役
割
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九
〇
年
）、『
平
成
新

時
代
と
地
方
自
治
』（
北
樹
出
版
、
一
九
九
三
年
）、『
現
代
行
政
の
構
造
』（
勁
草
書
房
、
一
九
九
一
年
）、『
行
政
広
報

そ
の
確
立
と
展
開
』

（
三
和
書
籍
、
一
九
九
九
年
）、『
都
市
行
政
の
構
造
と
管
理
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）
な
ど
の
著
作
が
あ
る
。

大
東
文
化
大
の
安
世
舟
（
一
九
三
五－

）
は
、『
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
』（
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
九
〇
年
）、『
現
代
政
治
学
の
解
明
』（
三

嶺
書
房
、
一
九
九
九
年
）
の
著
作
が
あ
る
。
ヘ
ラ
ー
『
国
家
学
』
の
翻
訳
者
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

成
蹊
大
学
田
中
治
男（
一
九
三
五－

）は
、『
フ
ラ
ン
ス
自
由
主
義
の
生
成
と
展
開
』（
東
大
出
版
会
、
一
九
七
〇
年
）、『
西
欧
政
治
思
想
』

（
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
）
な
ど
の
著
作
が
あ
る
。

拓
殖
大
学
の
木
暮
正
義
（
一
九
二
九－

）
は
、『
政
治
学
原
論
序
説
』（
駿
河
台
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）、『
発
達
地
域
の
比
較
政
治
学
』

（
駿
河
台
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
な
ど
の
作
品
を
書
い
た
。

創
価
大
宮
下
輝
雄
（
一
九
三
五－

）
の
業
績
は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
が
、
ガ
フ
の
翻
訳
『
ロ
ッ
ク
の
政
治
哲
学
』（
人
間
の
科
学
社
、

一
九
七
六
年
）
く
ら
い
で
あ
ろ
う
か
。

中
京
大
丸
山
敬
一
（
一
九
三
八－

）
は
主
著
と
し
て
、『
マ
ル
ク
ス
主
義
と
民
族
自
決
権
』（
信
山
社
、
一
九
八
九
年
）、『
政
治
学
原
論
』

（
有
信
堂
、
一
九
九
三
年
）
が
あ
る
。
丸
山
は
ド
イ
ツ
政
治
思
想
史
専
攻
で
あ
る
。
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京
都
産
業
大
学
広
岡
正
久
（
一
九
四
〇－

）
に
は
、『
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
治
と
宗
教
』（
未
来
社
、
一
九
八
八
年
）、『
ロ
シ
ア
正
教
の
千
年
』

（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
九
三
年
）、『
ロ
シ
ア
を
読
み
解
く
』（
講
談
社
、
一
九
九
五
年
）、『
ロ
シ
ア
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
政
治
文
化
』

（
創
文
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
な
ど
の
業
績
が
あ
り
、
旧
ソ
連
東
欧
問
題
を
専
門
と
し
て
い
る
。

Ｃ

第
四
世
代
（
一
九
四
五
年
前
後
に
生
誕
し
、
学
生
時
代
に
は
学
園
紛
争
を
経
験
し
た
政
治
学
者
た
ち
）

中
谷
義
和
（
一
九
四
二－

）
は
立
命
舘
大
で
政
治
学
原
論
を
担
当
し
、『
政
治
学
入
門
』（
法
律
文
化
社
、
一
九
九
八
年
）『
ア
メ
リ
カ
南

部
危
機
の
政
治
論
』（
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
七
九
年
）
な
ど
の
著
作
が
あ
る
。
ま
た
、
多
数
の
翻
訳
を
手
掛
け
て
も
い
る

桜
井
陽
二
（
一
九
四
二－

）
は
明
治
大
に
て
政
治
学
原
論
を
担
当
し
て
い
る
。
研
究
論
文
集
と
し
て
、『
フ
ラ
ン
ス
政
治
体
制
論
』（
芦

書
房
、
一
九
八
五
年
）
が
あ
る
。

三
浦
信
行
（
一
九
四
二－

）
は
国
士
館
大
の
政
治
学
原
論
の
担
当
者
で
あ
る
が
、
単
著
に
つ
い
て
は
、
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。
専
門

も
わ
か
ら
な
い
。
編
著
と
し
て
『
政
治
学
講
義
』（
早
大
出
版
部
、
一
九
八
九
年
）、『
二
一
世
紀
ア
ジ
ア
学
』（
成
文
堂
、
二
〇
〇
二
年
）
が

あ
る
程
度
で
あ
ろ
う
か
。

寺
尾
方
幸
（
一
九
四
二－

）
は
法
政
大
学
で
一
時
原
論
を
担
当
し
た
。
共
訳
と
し
て
『
政
治
理
論
と
実
際
の
間
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九

七
六
年
）
が
あ
る
程
度
だ
ろ
う
か
。

森
脇
俊
雅
（
一
九
四
五－

）
は
関
西
学
院
大
学
で
原
論
の
担
当
で
あ
り
、
業
績
と
し
て
は
『
小
選
挙
区
制
と
区
割
り
』（
芦
書
房
、
一
九

九
八
年
）、『
集
団
・
組
織
』（
東
大
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
年
）、『
ア
メ
リ
カ
女
性
議
員
の
誕
生
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）
な
ど
の

単
著
が
あ
る
。

藤
原
孝（
一
九
四
五－

）は
日
大
に
あ
っ
て
、
政
治
思
想
史
と
と
も
に
政
治
学
原
論
を
担
当
し
て
い
る
。
単
著
は
、『
西
欧
政
治
思
想
史
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序
説
』（
三
和
書
籍
、
二
〇
〇
〇
年
）だ
け
で
あ
る
。
研
究
論
文
集
は
出
版
さ
れ
て
お
ら
ず
、
何
が
専
門
で
あ
る
の
か
つ
ま
び
ら
か
で
は
な

い
。五

十
嵐
暁
郎
（
一
九
四
六－

）
は
立
教
大
で
政
治
学
原
論
な
ら
び
に
日
本
政
治
史
を
担
当
し
て
い
る
。
彼
に
は
、『
明
治
維
新
の
思
想
』

（
世
織
書
房
、
一
九
九
六
年
）、『
新
・
ア
ジ
ア
の
ド
ラ
マ
』（
潮
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）、『
民
主
化
時
代
の
韓
国
』（
世
織
書
房
、
一
九
九
三

年
）
な
ど
の
著
作
が
あ
る
。

九
大
関
口
正
司
（
一
九
五
四－

）
が
西
南
学
院
大
学
在
職
時
に
は
原
論
担
当
で
あ
っ
た
。
彼
に
は
、
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
を
研
究
し
た
『
自

由
と
陶
冶
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
九
年
）
が
あ
る
。

Ｄ

第
五
世
代
（
一
九
六
〇
年
代
以
降
に
生
ま
れ
、
現
在
中
堅
ど
こ
ろ
と
し
て
政
治
学
を
講
じ
て
い
る
学
者
）

筆
者
（
大
塚
）
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
世
代
に
属
す
る
。
筆
者
は
、
西
洋
政
治
思
想
史
研
究
、
就
中
多
元
的
国
家
論
の
研
究
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
。
こ
の
分
野
に
あ
っ
て
は
、『
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
連
帯
主
義
』（
成
文
堂
、
一
九
九
五
年
）、『
ラ
ス
キ
と
ホ
ッ
ブ
ハ
ウ
ス
』（
勁
草
書

房
、
一
九
九
七
年
）、『
多
元
的
国
家
論
の
周
辺
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
〇
年
）な
ど
の
研
究
論
文
集
を
い
ま
ま
で
に
刊
行
し
て
き
た
。
ま
た
、

最
近
で
は
、
日
本
国
家
（
史
）
論
の
可
能
性
を
さ
ぐ
っ
て
お
り
、『
明
治
国
家
の
基
本
構
造
』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
〇
二
年
）、『
明
治
国
家

と
岩
倉
具
視
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
四
年
）、『
明
治
維
新
の
思
想
』（
成
文
堂
、
二
〇
〇
五
年
）な
ど
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、

日
本
政
治
学
（
史
）
論
に
つ
い
て
も
関
心
を
広
げ
て
お
り
、『
近
代
日
本
の
政
治
学
者
群
像
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）、『
多
元
的
国
家

論
の
展
開
』（
法
律
文
化
社
、
一
九
九
九
年
）な
ど
に
関
す
る
成
果
を
既
に
打
ち
出
し
て
い
る
。
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
研
究
を
ふ
ま
え
て
、

政
治
学
原
論
の
体
系
化
へ
の
さ
さ
や
か
な
こ
こ
ろ
み
と
し
て
、『
政
治
学
原
論
序
説
』（
勁
草
書
房
、
一
九
九
四
年
）、『
政
治
哲
学
入
門
』

（
法
律
文
化
社
、
一
九
九
七
年
）、『
現
代
国
家
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』（
成
文
堂
、
一
九
九
八
年
）
な
ど
の
概
説
書
を
出
版
し
て
い
る
。

89

六
四

政
治
学
教
育
に
つ
い
て
（
大
塚
）



以
上
各
世
代
別
に
み
た
が
、
政
治
学
原
論
担
当
者
を
専
門
別
に
分
類
整
理
し
て
み
る
と
、

①

憲
法
学
の
専
攻
者
が
政
治
学
原
論
を
担
当
し
て
い
た
ケ
ー
ス
。
昭
和
二
〇－

三
〇
年
代
に
お
お
く
み
ら
れ
た
。
鈴
木
安
蔵
、
田

畑
忍
ら
が
代
表
的
で
あ
る
。

②

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
思
想
史
専
攻
者
が
、
そ
の
研
究
を
基
礎
と
し
て
政
治
学
原
論
を
担
当
し
て
い
た
ケ
ー
ス
。
き
わ
め
て
オ
ー
ソ

ド
ッ
ク
ス
で
あ
る
。
堀
豊
彦
、
戸
沢
鉄
彦
、
原
田
鋼
、
日
下
喜
一
、
田
中
治
男
ら
が
あ
げ
ら
れ
る
。

③

政
治
権
力
論
を
は
じ
め
支
配＝

服
従
関
係
を
軸
と
し
た
理
論
的
分
析
を
し
て
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
政
治
学
原
論
を
組
み
立
て
た

ケ
ー
ス
。
今
中
次
麿
、
中
山
政
夫
な
ど
で
あ
る
。

④

政
治
過
程
（
政
党
論
・
圧
力
団
体
論
）
に
関
心
を
払
い
な
が
ら
政
治
学
原
論
を
構
成
し
た
ケ
ー
ス
。
田
口
富
久
治
、
内
田
満
ら
で

あ
る
。

⑤

日
本
政
治
史
、
日
本
政
治
思
想
史
な
ど
の
専
攻
者
が
政
治
学
原
論
を
担
当
す
る
ケ
ー
ス
。
内
田
繁
隆
、
五
十
嵐
暁
郎
ら
で
あ
る
。

⑥

西
洋
政
治
制
度
論
、
政
治
史
な
ど
の
専
攻
者
が
担
当
す
る
ケ
ー
ス
。
安
世
舟
、
桜
井
陽
二
、
広
岡
正
久
ら
で
あ
る
。

⑦

日
本
政
治
論
や
日
本
政
治
文
化
論
を
専
攻
し
て
い
る
も
の
が
担
当
す
る
ケ
ー
ス
。
橋
本
彰
で
あ
る
。

⑧

市
民
運
動
や
反
戦
平
和
運
動
と
の
関
係
か
ら
政
治
学
原
論
を
構
想
し
て
い
く
ケ
ー
ス
。
福
島
新
吾
、
高
畠
通
敏
な
ど
、

以
上
の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
な
が
め
て
み
る
と
、
政
治
学
原
論
と
い
う
学
科
目
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
配
当
さ
れ
、
そ
れ
を
担
当
す
る
教
員
が
い
た
と

し
て
も
、
政
治
学
原
論
と
い
う
専
攻
領
域
自
体
は
そ
も
そ
も
は
存
在
し
て
い
な
い
と
い
え
る
。
日
本
政
治
学
会
の
専
門
分
類
に
あ
っ
て

も
、
政
治
学
原
論
は
存
在
し
な
い
。
ち
な
み
に
、
筆
者
は
専
門
分
野
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
思
想
史
と
国
家
論
と
に
登
録
し
て
い
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る
。
そ
も
そ
も
原
論
プ
ロ
パ
ー
が
、
他
領
域
に
関
す
る
個
別
研
究
（

政
治
学
原
論
⬇
個
別
研
究

）
を
す
す
め
て
い
く
と
い
う
よ
り
も
、

個
別
研
究
を
積
み
上
げ
て
き
た
研
究
者
が
、
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
て
政
治
学
原
論
の
講
義
を
展
開
（

個
別
研
究
⬇
政
治
学
原
論

）
し
て

い
る
わ
け
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
政
治
学
原
論
の
授
業（
の
内
実
）を
豊
穣
化
さ
せ
る
に
は
、
そ
れ
を
底
礎
す
る
個
別
研
究
の
幅
を
広
げ
、

か
つ
深
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
好
ま
し
い
。
さ
ら
に
は
、
い
く
つ
か
の
領
域
に
ま
た
が
る
個
別
特
殊
研
究
を
お
こ
な
う
こ
と
で
、
政
治

学
原
論
の
幅
と
奥
行
が
出
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
複
数
の
研
究
分
野
に
お
い
て
活
躍
し
、
そ
れ
ぞ
れ
抜
き
ん

で
た
研
究
成
果
を
打
ち
出
す
こ
と
は
、
原
論
学
者
と
し
て
は
非
常
に
望
ま
し
い
姿
で
あ
り
、
理
想
像
で
も
あ
る
。
代
表
的
な
モ
デ
ル
を

提
示
し
て
み
よ
う
。
例
え
ば
、
第
一
世
代
で
は
、
今
中
次
麿
が
政
治
学
方
法
論
、
政
治
権
力
論
、
政
治
思
想
史
、
日
本
政
治
史
な
ど
広

範
囲
な
問
題
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
様
に
、
原
田
鋼
は
政
治
思
想
史
、
法
哲
学
、
国
家
論
、
政
治
社
会
学
な
ど
研
究
領
域

は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
た
。
第
三
世
代
の
田
口
富
久
治
は
、
政
治
過
程
論
、
国
家
論
、
日
本
政
治
学（
史
）論
、
行
政
学
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に
富
ん
で
い
る
。
内
田
満
も
同
様
に
、
政
治
過
程
論
、
日
本
政
治
学（
史
）論
、
都
市
行
政
な
ど
に
つ
い
て
発
言
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、

第
五
世
代
に
属
す
る
筆
者
も
、
国
家
論
、
日
本
政
治
学
（
史
）
論
、
政
治
思
想
研
究
な
ど
の
上
に
、
政
治
学
原
論
を
展
開
し
て
い
る
。
筆

者
の
研
究
ス
タ
ン
ス
は
、
あ
な
が
ち
ま
ち
が
っ
て
は
い
な
い
と
思
う
。
い
な
、
む
し
ろ
バ
ラ
ン
ス
は
決
し
て
悪
く
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

原
論
担
当
者
と
し
て
は
、
至
極
ま
っ
と
う
な
あ
ゆ
み
を
し
て
い
る
の
は
、
上
記
の
原
論
学
者
た
ち
と
比
較
し
て
も
明
瞭
で
は
な
か
ろ
う

か
。
こ
の
点
は
立
場
を
超
え
て
、
理
解
い
た
だ
け
よ
う
。

三

研
究
の
あ
ゆ
み

筆
者
は
よ
う
や
く
二
〇
〇
五
年
に
、
教
授
昇
任
を
お
認
め
い
た
だ
け
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
筆
者
自
身
の
不
徳
さ
ゆ
え
に
、
研
究
業
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績
や
原
論
担
当
教
員
と
し
て
問
題
が
あ
る
と
し
て
過
去
数
度
に
わ
た
っ
て
昇
格
審
査
で
蹴
躓
い
た
。
そ
も
そ
も
、
駒
沢
大
学
法
学
部
は

政
治
学
原
論
の
位
置
付
け
、
内
容
、
さ
ら
に
は
担
当
者
の
力
量
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
な
方
針
を
も
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
駒
大
に
一
三

年
勤
務
し
て
い
る
が
、
一
向
に
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。
審
査
に
際
し
て
、
た
だ
原
論
担
当
者
と
し
て
自
己
研
鑽
が
足
り
な
い
、
非
力
だ
、

無
能
力
だ
、
原
論
を
体
系
化
し
て
い
な
い
、
原
論
を
専
門
的
に
研
究
し
て
い
な
い
、
と
い
わ
れ
つ
づ
け
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
か
と
い
っ

て
、
政
治
学
原
論
担
当
者
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
研
究
や
教
育
を
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
学
部
（
と
く
に
学
部
長
と
政
治
学
科
主
任
）
か
ら

公
式
に
指
導
や
助
言
を
頂
戴
し
た
た
め
し
は
な
い
。

振
り
返
っ
て
み
た
い
。
筆
者
が
、
駒
沢
大
学
に
新
規
採
用
さ
れ
た
際
に
は
、
以
下
に
か
か
げ
る
研
究
業
績
（
た
だ
し
、
学
会
報
告
、
書

評
、
翻
訳
、
資
料
等
は
除
外
し
て
い
る
。
以
下
同
じ
）を
提
出
し
審
査
を
受
け
た
。
こ
れ
ら
は
、
筆
者
が
大
学
院
時
代（
一
九
八
六－

八
八
年
）

か
ら
日
本
大
学
法
学
部
助
手
時
代
（
一
九
八
九－

九
二
年
）
に
か
け
て
発
表
し
た
論
文
で
あ
り
、
主
と
し
て
多
元
的
国
家
論
研
究
を
中
心

と
し
て
い
た
。

研
究
業
績

（
一
九
九
二
年
八
月
申
請
）

Ａ

論

文

１
「
ラ
ス
キ
の
政
治
的
多
元
主
義
と
デ
ュ
ギ
ー
の
社
会
連
帯
主
義
の
比
較
研
究
」『
法
学
研
究
年
報
』
第
一
六
号
（
三
三
三－

三
八
〇
頁
）
一

九
八
六
年
九
月

２
「
ラ
ス
キ
の
法
理
論
」『
法
学
研
究
年
報
』
第
一
七
号
（
三
三
三－
三
八
〇
頁
）
一
九
八
七
年
三
月

３
「
デ
ュ
ギ
ー
と
ケ
ル
ゼ
ン
」『
法
学
研
究
年
報
』
第
一
八
号
（
二
五－
六
九
頁
）
一
九
八
八
年
九
月

４
「
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
理
論
に
お
け
る
政
治
的
諸
相
」『
法
学
研
究
年
報
』
第
一
九
号
（
一
八
五－

二
三
五
頁
）
一
九
八
九
年
九
月

５
「
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
理
論
に
お
け
る
法
的
諸
相
」『
法
学
紀
要
』
第
三
一
巻
（
四
七
三－

四
九
八
頁
）
一
九
九
〇
年
二
月
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６
「
デ
ュ
ギ
ー
の
法
理
論
」『
政
治
学
を
め
ぐ
る
諸
問
題
』
日
本
大
学
法
学
部
（
五
二
三－

五
三
五
頁
）
一
九
九
〇
年
六
月

７
「
社
会
連
帯
主
義
の
研
究
⑴
」『
政
経
研
究
』
第
二
七
巻
第
二
号
（
七
五－

一
一
六
頁
）
一
九
九
〇
年
九
月

８
「
社
会
連
帯
主
義
の
研
究
⑵
」『
政
経
研
究
』
第
二
七
巻
第
三
号
（
一
六
九－

二
〇
〇
頁
）
一
九
九
〇
年
一
二
月

９
「
ラ
ス
キ
に
お
け
る
国
家
と
自
由
」『
政
経
研
究
』
第
二
七
巻
第
四
号
（
一
五
七－

二
〇
二
頁
）
一
九
九
一
年
三
月

10
「
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
政
治
的
社
会
化
論
」『
法
学
紀
要
』
第
三
二
巻
（
四
五
三－

四
八
六
頁
）
一
九
九
一
年
二
月

11
「
コ
ン
ト
の
実
証
主
義
」『
政
経
研
究
』
第
二
八
巻
第
一
号
（
三
〇
九－

三
三
二
頁
）
一
九
九
一
年
六
月

12
「
社
会
連
帯
主
義
の
研
究
⑶
」『
政
経
研
究
』
第
二
八
巻
第
二
号
（
一
〇
一－

一
五
四
頁
）
一
九
九
一
年
九
月

13
「
デ
ュ
ギ
ー
と
コ
ン
ト
」『
政
経
研
究
』
第
二
八
巻
第
四
号
（
一
四
五－

一
七
〇
頁
）
一
九
九
二
年
三
月

14
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
団
体
主
義
の
発
展
⑴
」『
政
経
研
究
』
第
二
九
巻
第
一
号
（
九
一－

一
三
一
頁
）
一
九
九
二
年
九
月

15
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
団
体
主
義
の
発
展
⑵
」『
政
経
研
究
』
第
二
九
巻
二
号
（
一
一
三－

一
六
三
頁
）
一
九
九
三
年
一
月

16
「
ラ
ス
キ
の
行
政
理
論
」『
政
経
研
究
』
第
二
九
巻
第
四
号
（
一
二
七－

一
四
六
頁
）
一
九
九
三
年
三
月

以
上
の
研
究
業
績
が
法
学
部
教
授
会
に
お
い
て
審
査
さ
れ
、
一
九
九
三
年
度
か
ら
筆
者
は
採
用
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
政
治
学
原
論
担

当
者
と
し
て
あ
ゆ
み
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
専
任
講
師
時
代
（
一
九
九
三－

九
六
年
）
に
は
、
以
下
の
諸
業
績
を
あ
げ
て
、
助
教
授
昇

格
審
査
を
受
け
た
。

研
究
業
績

（
一
九
九
六
年
一
一
月
申
請
）

Ａ

単

著

１
『
政
治
学
原
論
序
説
』
勁
草
書
房

一
九
九
四
年
八
月
（
四
六
版
三
〇
〇
頁
）

２
『
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
連
帯
主
義
』
成
文
堂

一
九
九
五
年
三
月
（
Ａ
五
判
三
五
六
頁
）

Ｂ

共

著
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１
『
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
再
考
』
恒
星
社
厚
生
閣

一
九
九
六
年
四
月
（
Ａ
五
判

二
三
九－

二
五
六
／
二
八
〇
頁
）

Ｃ

論

文

１
「
デ
ュ
ギ
ー
と
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
」『
日
仏
社
会
学
会
会
報
』
No.
三
九
（
七－

八
頁
）
一
九
九
三
年
五
月

２
「
ホ
ッ
ブ
ハ
ウ
ス
の
国
家
論
」『
政
経
研
究
』
第
三
〇
巻
第
一
号
（
一
四
七－

一
七
七
頁
）
一
九
九
三
年
九
月

３
「
ホ
ッ
ブ
ハ
ウ
ス
の
政
治
論
」『
政
治
学
論
集
』
第
三
八
号
（
九
七－

一
二
七
頁
）
一
九
九
三
年
一
〇
月

４
「
バ
ー
カ
ー
理
論
に
お
け
る
法
的
諸
相
」『
法
学
論
集
』
第
四
八
号
（
一－

一
七
頁
）
一
九
九
四
年
一
月

５
「
ホ
ッ
ブ
ハ
ウ
ス
の
自
由
論
」『
駒
沢
大
学
法
学
部
研
究
紀
要
』
第
五
二
号
（
一－

二
〇
頁
）
一
九
九
四
年
三
月

６
「
ラ
ス
キ
の
地
方
制
度
論
」『
政
治
学
論
集
』
第
三
九
号
（
一－

一
四
頁
）
一
九
九
四
年
三
月

７
「
原
田
鋼
の
政
治
学
⑴
」『
政
治
学
論
集
』
第
四
〇
号
（
三
七－

一
〇
二
頁
）
一
九
九
四
年
一
〇
月

８
「
ラ
ス
キ
と
ホ
ッ
ブ
ハ
ウ
ス
」『
法
学
新
報
』
第
一
〇
一
巻
第
五
・
六
号
（
一
四
九－

一
六
八
頁
）
一
九
九
五
年
一
月

９
「
原
田
鋼
の
政
治
学
⑵
」『
法
学
論
集
』
第
五
〇
号
（
一－

二
〇
頁
）
一
九
九
五
年
三
月

10
「
原
田
鋼
の
政
治
学
⑶
」『
駒
大
法
学
部
研
究
紀
要
』
第
五
三
号
（
一－

三
三
頁
）
一
九
九
五
年
三
月

12
「
原
田
鋼
の
政
治
学
⑷
」『
政
治
学
論
集
』
第
四
一
号
（
一－

三
五
頁
）
一
九
九
五
年
三
月

13
「
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
の
社
会
連
帯
法
学
」『
法
学
論
集
』
第
五
一
号
（
一
八
一－

一
九
九
頁
）
一
九
九
五
年
三
月

14
「
原
田
鋼
の
法
哲
学
⑴
」『
政
治
学
論
集
』
第
四
二
号
（
一
三
七－

一
五
九
頁
）
一
九
九
五
年
一
〇
月

15
「
原
田
鋼
の
法
哲
学
⑵
」『
法
学
論
集
』
第
五
二
号
（
一
〇
三－

一
二
四
頁
）
一
九
九
五
年
一
二
月

法
学
部
教
授
会
に
あ
っ
て
は
、
筆
者
の
講
師
か
ら
助
教
授
へ
の
昇
格
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
お
認
め
い
た
だ
い
た
。
さ
て
、
問
題
は
こ
こ

か
ら
で
あ
る
。
教
授
会
に
お
い
て
、
審
査
が
オ
ン
・
テ
ー
ブ
ル
さ
れ
て
か
ら
の
経
緯
を
書
き
つ
ら
ね
て
み
よ
う
。
筆
者
は
、
助
教
授
時

代
（
一
九
九
七－

二
〇
〇
二
年
）
に
お
け
る
以
下
の
研
究
業
績
を
も
っ
て
、
教
授
昇
格
を
願
い
出
た
。
大
学
の
「
教
育
職
員
の
職
制
及
び
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選
考
の
基
準
並
び
に
任
免
に
関
す
る
規
定
」
に
よ
れ
ば
、
教
授
は
①
満
六
年
以
上
の
助
教
授
の
経
歴
、
②
著
書
、
論
文
、
学
会
報
告
等

の
顕
著
な
業
績
が
要
件
と
な
っ
て
い
る
。

研
究
業
績

（
二
〇
〇
二
年
一
一
月
申
請
）

Ａ

著

書

１
『
政
治
哲
学
入
門
』
法
律
文
化
社

一
九
九
七
年
四
月
（
四
六
版
二
七
六
頁
）

２
『
ラ
ス
キ
と
ホ
ッ
ブ
ハ
ウ
ス
』
勁
草
書
房

一
九
九
七
年
八
月
（
Ａ
五
判
二
三
〇
頁
）

３
『
現
代
国
家
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』
成
文
堂

一
九
九
八
年
六
月
（
Ａ
五
判
二
五
八
頁
）

４
『
多
元
的
国
家
論
の
展
開
』
法
律
文
化
社

一
九
九
九
年
一
一
月
（
Ａ
五
判
二
九
〇
頁
）

５
『
多
元
的
国
家
論
の
周
辺
』
信
山
社

二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
（
四
六
版
一
九
〇
頁
）

６
『
近
代
日
本
の
政
治
学
者
群
像
』
勁
草
書
房

二
〇
〇
一
年
一
一
月
（
Ａ
五
判
三
五
八
頁
）

７
『
明
治
国
家
の
基
本
構
造
』
法
律
文
化
社

二
〇
〇
二
年
一
二
月
（
Ａ
五
判
二
八
四
頁
）

Ｂ

共
（
編
）
著

１
『
政
治
学
へ
の
い
ざ
な
い
』
成
文
堂

一
九
九
八
年
四
月
（
Ａ
五
判

一－

三
〇
・
一
七
一－

一
八
五
／
二
〇
〇
頁
）

２
『
法
学
へ
の
架
橋
』
成
文
堂

二
〇
〇
二
年
四
月
（
Ａ
五
判

一－

一
七
／
一
二
〇
頁
）

Ｃ

論

文

１
「
岩
崎
卯
一
の
政
治
学
⑴
」『
政
治
学
論
集
』
第
四
六
号
（
四
七－

七
〇
頁
）
一
九
九
七
年
九
月

２
「
岩
崎
卯
一
の
政
治
学
⑵
」『
法
学
論
集
』
第
五
六
号
（
二
八－
四
五
頁
）
一
九
九
八
年
一
二
月

３
「
進
化
論
と
イ
ギ
リ
ス
思
想
」『
駒
大
法
学
部
研
究
紀
要
』
第
五
六
号
（
二
五－

四
二
頁
）
一
九
九
八
年
三
月

４
「
岩
崎
卯
一
の
政
治
学
⑶
」『
政
治
学
論
集
』
第
四
七
号
（
二
九－

四
六
頁
）
一
九
九
八
年
三
月

５
「
河
合
栄
治
郎
と
多
元
的
国
家
論
⑴
」『
法
学
論
集
』
第
五
七
号
（
三
九－

六
〇
頁
）
一
九
九
八
年
三
月
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６
「
河
合
栄
治
郎
と
多
元
的
国
家
論
⑵
」『
政
治
学
論
集
』
第
四
八
号
（
四
一－

六
六
頁
）
一
九
九
八
年
九
月

７
「
河
合
栄
治
郎
と
多
元
的
国
家
論
⑶
」『
法
学
論
集
』
第
五
八
号
（
一
〇
五－

一
二
三
頁
）
一
九
九
九
年
一
月

８
「
日
本
に
お
け
る
多
元
的
国
家
論
の
受
容
過
程
」『
駒
大
法
学
部
研
究
紀
要
』
第
五
七
号
（
三
一－

五
二
頁
）
一
九
九
九
年
三
月

９
「
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
と
ド
イ
ツ
哲
学
」『
政
経
研
究
』
第
三
六
巻
第
二
号
（
七
一
五－

七
四
二
頁
）
一
九
九
九
年
七
月

10
「
政
治
概
念
論
争
・
再
考
⑴
」『
政
治
学
論
集
』
第
五
〇
号
（
六
五－

一
〇
五
頁
）
一
九
九
九
年
一
〇
月

11
「
政
治
概
念
論
争
・
再
考
⑵
」『
法
学
論
集
』
第
六
〇
号
（
一
五
九－

一
七
九
頁
）
二
〇
〇
〇
年
一
月

12
「
政
治
概
念
論
争
・
再
考
⑶
」『
駒
大
法
学
部
研
究
紀
要
』
第
五
八
号
（
七
三－

一
〇
二
頁
）
二
〇
〇
〇
年
三
月

13
「
政
治
概
念
論
争
・
再
考
⑷
」『
政
治
学
論
集
』
第
五
一
号
（
三
一－

五
四
頁
）
二
〇
〇
〇
年
三
月

14
「
政
治
概
念
論
争
・
再
考
⑸
」『
法
学
論
集
』
第
六
一
号
（
八
三－

一
〇
三
頁
）
二
〇
〇
〇
年
三
月

15
「
政
治
概
念
論
争
・
再
考
⑹
」『
政
治
学
論
集
』
第
五
二
号
（
二
三－

五
六
頁
）
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月

16
「
青
年
学
徒
岩
崎
卯
一
と
社
会
運
動
」『
初
期
社
会
主
義
研
究
』
第
一
三
号
（
二
〇－

二
二
頁
）
二
〇
〇
〇
年
一
二
月

17
「
政
治
概
念
論
争
・
再
考
⑺
」『
法
学
論
集
』
第
六
二
号
（
九
七－

一
四
〇
頁
）
二
〇
〇
一
年
一
月

18
「
政
治
概
念
論
争
・
再
考
⑻
」『
駒
大
法
学
部
研
究
紀
要
』
第
五
九
号
（
一－

二
八
頁
）
二
〇
〇
一
年
三
月

19
「
政
治
概
念
論
争
・
再
考
⑼
」『
政
治
学
論
集
』
第
五
三
号
（
一－

三
四
頁
）
二
〇
〇
一
年
三
月

20
「
政
治
概
念
論
争
・
再
考
⑽
」『
法
学
論
集
』
第
六
四
号
（
二
九－

五
五
頁
）
二
〇
〇
一
年
三
月

21
「
政
治
概
念
論
争
・
再
考

」『
駒
沢
法
学
』
第
一
巻
第
一
号
（
六
九－

七
九
頁
）
二
〇
〇
一
年
一
二
月

22
「
政
治
概
念
論
争
・
再
考

」『
駒
沢
法
学
』
第
一
巻
第
二
号
（
一
四
九－

一
六
五
頁
）
二
〇
〇
二
年
三
月

23
「
政
治
概
念
論
争
・
再
考

」『
駒
沢
法
学
』
第
一
巻
第
三
号
（
一－
一
九
頁
）
二
〇
〇
二
年
三
月

24
「
政
治
概
念
論
争
・
再
考

」『
駒
沢
法
学
』
第
一
巻
第
四
号
（
二
七－
五
六
頁
）
二
〇
〇
二
年
三
月

審
査
の
結
果
、
筆
者
自
身
の
研
究
能
力
の
足
り
な
さ
と
、
研
究
者
と
し
て
の
資
質
に
疑
念
が
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
法
学
部
教
授
会
は
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筆
者
の
昇
格
を
否
決
し
た
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
、
翌
年
の
二
回
目
の
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、
上
記
の
業
績
に
加
え
て
、

研
究
業
績

（
二
〇
〇
三
年
一
一
月
申
請
）

Ａ

論

文

１
「
地
方
制
度
史
論
」『
政
経
研
究
』
第
三
九
巻
第
三
号
（
三
八
一－

四
〇
〇
頁
）
二
〇
〇
二
年
一
二
月

２
「
岩
倉
具
視
の
政
治
思
想
⑴
」『
駒
沢
法
学
』
第
三
巻
第
一
号
（
一－

二
三
頁
）
二
〇
〇
二
年
一
二
月

３
「
岩
倉
具
視
の
政
治
思
想
⑵
」『
駒
沢
法
学
』
第
三
巻
第
一
号
（
一－

三
九
頁
）
二
〇
〇
三
年
二
月

４
「
御
委
の
論
理
⑴
」『
駒
大
法
学
部
研
究
紀
要
』
第
六
三
号
（
二
一－

五
六
頁
）
二
〇
〇
三
年
三
月

５
「
岩
倉
具
視
の
政
治
思
想
⑶
」『
駒
沢
法
学
』
第
三
巻
第
三
号
（
一－

二
八
頁
）
二
〇
〇
四
年
三
月

６
「
岩
倉
具
視
の
政
治
思
想
⑷
」『
駒
沢
法
学
』
第
三
巻
第
四
号
（
三
五－

六
八
頁
）
二
〇
〇
四
年
三
月

以
上
の
諸
論
文
を
提
出
し
た
。
し
か
し
、
前
年
同
様
に
学
術
研
究
上
の
顕
著
な
進
歩
が
み
ら
れ
な
い
と
し
て
、
教
授
の
資
格
な
し
と

の
判
定
が
下
さ
れ
た
。
た
し
か
に
、
そ
う
で
あ
ろ
う
。
一
年
の
間
に
た
か
だ
か
六
本
の
ペ
ー
パ
ー
し
か
書
け
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
…
…
。

そ
こ
で
、
三
回
目
の
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、
あ
ら
た
に
以
下
の
研
究
成
果
を
追
加
し
て
み
た
。

研
究
業
績

（
二
〇
〇
四
年
一
一
月
申
請
）

Ａ

著

書

１
『
岩
倉
具
視
と
明
治
国
家
』
信
山
社

二
〇
〇
四
年
六
月
（
Ａ
五
判
二
五
七
頁
）

Ｂ

論

文

１
「
岩
倉
具
視
の
政
治
思
想
⑸
」『
駒
沢
法
学
』
第
四
巻
第
一
号
（
七
九－
一
二
四
頁
）
二
〇
〇
四
年
一
〇
月

２
「
政
治
学
者
の
聖
戦
論
」『
初
期
社
会
主
義
研
究
』
第
一
七
号
（
二
八－

三
四
頁
）
二
〇
〇
四
年
一
一
月
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３
「
岩
倉
具
視
の
政
治
思
想
⑹
」『
駒
沢
法
学
』
第
四
巻
第
二
号
（
六
七－

九
五
頁
）
二
〇
〇
五
年
二
月

４
「
御
委
の
論
理
⑵
」『
駒
大
法
学
部
研
究
紀
要
』
第
六
四
号
（
六
九－

九
七
頁
）
二
〇
〇
五
年
三
月

５
「
岩
倉
具
視
の
政
治
思
想
⑺
」『
駒
沢
法
学
』
第
四
巻
第
三
号
（
一－

四
五
頁
）
二
〇
〇
五
年
三
月

６
「
岩
倉
具
視
の
政
治
思
想
⑻
」『
駒
沢
法
学
』
第
四
巻
第
四
号
（
○
○－

○
○
頁
）
二
〇
〇
五
年
三
月

い
ず
れ
に
せ
よ
、
数
度
に
わ
た
っ
て
昇
任
が
否
決
さ
れ
た
の
は
結
局
の
と
こ
ろ
、
筆
者
自
身
の
政
治
学
原
論
の
基
礎
と
な
る
個
別
研

究
の
専
門
性
が
認
定
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
原
論
担
当
者
と
し
て
不
適
格
で
あ
る
こ
と
を
暗
喩
し
て
い
る
わ
け

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
法
学
部
に
と
っ
て
、
ゆ
ゆ
し
き
事
態
で
は
な
か
ろ
う
か
。
い
ま
ま
で
無
能
教
育
職
員
で
あ
る
筆
者
に
多
額
の
給
与

と
個
人
研
究
費
を
支
出
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
し
、
今
後
も
更
生
の
ま
ま
な
ら
な
い
ポ
ン
コ
ツ
教
員
を
放
し
飼
い
に
す
る
の
だ
か
ら

…
…
。
ま
た
、
筆
者
の
よ
う
に
お
バ
カ
な
教
員
の
授
業
を
聞
く
学
生
に
と
っ
て
も
、
い
い
迷
惑
で
も
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
で
あ
る
、
法

学
部
教
授
会
（
と
く
に
学
部
長
と
政
治
学
科
主
任
）
か
ら
は
現
在
に
至
る
ま
で
、
公
式
に
、
筆
者
の
い
か
な
る
研
究
業
績
が
空
疎
で
あ
る
の

か
、
政
治
学
原
論
の
授
業
内
容
の
い
か
な
る
部
分
に
欠
陥
が
あ
る
の
か
、
筆
者
の
研
究
計
画
の
ど
こ
が
紛
錯
し
て
い
る
の
か
、
な
ど
に

関
し
て
一
切
の
指
導
や
助
言
す
ら
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
お
バ
カ
な
筆
者
に
対
し
て
今
後
ど
の
よ
う
に
研
究
を
し
て
い
け
ば
よ
い
の

か
、
ま
た
、
よ
り
実
り
の
あ
る
授
業
を
お
こ
な
っ
て
い
く
べ
き
か
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
も
な
け
れ
ば
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
も
実
施
さ

れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
数
度
に
わ
た
る
教
授
昇
格
の
否
決
は
、
筆
者
の
政
治
学
原
論
担
当
者
と
し
て
の
不
適
格
、
不
適
任
を
意
味
す

る
の
で
あ
る
し
、
政
治
学
研
究
者
と
し
て
の
無
能
力
さ
を
判
定
し
た
の
に
で
あ
る
。
最
近
、
公
立
小
・
中
・
高
校
の
問
題
教
師
に
研
修

を
義
務
づ
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
大
学
に
あ
っ
て
も
同
様
の
措
置
が
求
め
ら
れ
る
時
期
に
き
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
さ
さ

か
も
向
上
の
み
ら
れ
な
い
筆
者
の
よ
う
な
お
バ
カ
な
教
員
が
出
て
き
て
し
ま
っ
た
の
だ
か
ら
…
…
。
も
し
、
駒
大
で
問
題
教
員
を
対
象
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に
し
た
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
な
ら
ば
、
筆
者
は
喜
ん
で
受
け
て
み
た
い
。
論
文
の
書
き
方
か
ら
、
本
の
読
み
方
、
議
論
の
仕
方
、
講

義
の
方
法
な
ど
を
再
学
習
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。

政
治
学
原
論
は
、
政
治
・
社
会
理
論
の
基
本
的
な
概
念
構
成
お
よ
び
方
法＝

メ
タ
理
論
を
取
り
扱
う
。
そ
れ
は
思
想
史
や
歴
史
と
深

い
関
わ
り
を
も
つ
。
そ
れ
が
、
お
お
か
た
の
理
解
で
あ
ろ
う
。
筆
者
が
担
当
す
る
政
治
学
原
論
の
講
義
内
容
と
し
て
は
、
こ
こ
数
年
来
、

Ⅰ
政
治
的
な
る
も
の＝

政
治
現
象
、
支
配
・
服
従
関
係
、
正
当
性
、
政
治
権
力
、
政
治
的
権
威

Ⅱ
共
同
体
的
な
る
も
の＝

国
家
、
社
会
、
主
権
、
法

Ⅲ
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
る
も
の＝

自
由
、
平
等
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、

Ⅳ
政
治
制
度
論
的
究
明＝

行
政
に
関
す
る
諸
問
題
、
立
法
に
関
す
る
諸
問
題

Ⅴ
政
治
機
能
論
的
究
明＝

政
治
運
動
に
関
す
る
諸
問
題
、
政
治
意
識
に
関
す
る
諸
問
題

な
ど
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
講
義
に
際
し
て
は
、
原
論
が
政
治
学
の
総
論
か
つ
基
礎
理
論
で
あ
る
点
を
考
慮
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
学
生
諸
君
に
政
治
学
の
基
本
的
な
理
解
と
学
問
の
全
体
像
を
垣
間
見
ら
れ
る
よ
う
に
こ
こ
ろ
が
け
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
き
わ

め
て
標
準
的
な
講
義
内
容
と
な
っ
て
い
る
（
は
ず
で
あ
る
）。

駒
大
法
学
部
講
師
就
任
に
際
し
て
、
原
論
担
当
者
と
し
て
研
究
業
績
や
今
後
の
研
究
方
針
に
つ
い
て
特
段
に
問
題
視
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
か
ら
業
績
審
査
を
パ
ス
し
て
採
用
さ
れ
た
。
ま
た
、
講
師
か
ら
助
教
授
へ
の
昇
格
に
際
し
て
も
、
研
究
な
ら
び
に
教
育
に
関
し

て
、
い
さ
さ
か
な
り
と
も
問
題
視
さ
れ
る
こ
と
な
く
審
査
を
パ
ス
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
助
教
授
か
ら
教
授
昇
格
に

際
し
て
は
不
適
格
者
だ
と
の
レ
ッ
テ
ル
が
数
度
に
わ
た
っ
て
は
ら
れ
た
。
仄
聞
に
よ
れ
ば
、
政
治
学
原
論
の
体
系
化
が
な
さ
れ
て
い
な

い
、
多
分
野
（
政
治
史
、
政
治
思
想
史
）
に
関
し
て
ま
で
研
究
し
て
い
る
、
多
分
野
を
研
究
し
て
い
る
も
の
の
そ
の
内
容
が
浅
薄
で
あ
る
、
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専
門
的
で
は
な
い
、
概
説
書
に
つ
い
て
は
平
板
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
、
研
究
者
と
し
て
の
名
を
落
と
し
め
て
い
る
な
ど
の
審
査
結
果

が
教
授
会
で
報
告
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
れ
で
は
、
法
学
部
教
授
会
（
と
く
に
政
治
学
科
主
任
な
ら
び
に
審
査
委
員
）
に
問
い
た
い
。
日
本
政

治
学
史
上
、
ど
の
学
者
が
政
治
学
原
論
を
完
全
に
体
系
化
し
た
と
い
う
の
か
。
あ
る
い
は
、
ど
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
原
論
学
者
を
法
学

部
は
必
要
と
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
是
非
と
も
、
具
体
的
な
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
提
示
し
て
も
ら
い
た
い
。
Ｈ
大
学
に
移
籍

し
た
Ｆ
氏
の
よ
う
に
、
選
挙
分
析
や
永
田
町
の
動
向
な
ど
、
リ
ア
ル
な
日
本
政
治
診
断
を
お
こ
な
う
担
当
者
を
必
要
と
し
て
い
る
と
で

も
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
…
…
。

先
に
み
た
よ
う
に
、
政
治
学
原
論
は
そ
の
担
当
者
の
個
別
研
究
の
積
み
重
ね
の
上
に
展
開
さ
れ
る
。
そ
れ
が
原
論
学
者
と
し
て
、
き

わ
め
て
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
研
究
者
の
個
別
研
究
は
、
各
人
の
学
問
的
な
興
味
関
心
を
契
機
と
し
て
展
開
さ
れ
る
。

原
論
学
者
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
別
研
究
を
す
す
め
つ
つ
、
政
治
学
教
育
上
原
論
を
教
授
し
て
い
る
の
が
一
般
的
で
あ
ろ
う
。

政
治
学
の
基
礎
理
論
や
政
治
現
象
の
基
本
的
解
明
に
あ
た
る
の
で
あ
れ
ば
、
思
想
史
や
政
治
史
、
国
家
論
や
権
力
論
な
ど
の
方
法
を
用

い
る
の
が
、
き
わ
め
て
ベ
ー
シ
ッ
ク
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
に
、
駒
沢
大
学
法
学
部
に
政
治
学
科
が
開
設
さ

れ
て
か
ら
の
政
治
学
原
論
の
主
担
当
者
は
、
第
一
世
代
に
属
す
る
水
飼
幸
之
助
（
一
九
〇
七－

七
四
）
と
、
第
三
世
代
で
あ
る
飯
山
勇
（
一

九
三
六－

八
七
）
で
あ
っ
た
。
水
飼
は
、
政
治
学
原
論
と
と
も
に
地
方
行
政
を
担
当
し
て
い
た
。
水
飼
に
は
「
政
治
概
念
論
争
に
対
す
る

一
反
省
」『
三
重
短
大
法
経
』
第
七
号
、「
公
害
防
止
条
例
に
つ
い
て
」『
法
学
論
集
』
第
七
号
（
一
九
七
〇
年
）、「
終
戦
直
後
の
第
一
次
地

方
制
度
改
革
」『
法
学
論
集
』
第
九
号
（
一
九
七
二
年
）、「
明
治
地
方
制
度
の
形
成
と
そ
の
特
質
」『
駒
大
法
学
部
研
究
紀
要
』
第
三
二
号

（
一
九
七
四
年
）
な
ど
の
諸
業
績
が
あ
る
。
原
論
に
関
す
る
論
考
と
し
て
は
、
政
治
概
念
論
争
に
関
す
る
も
の
が
代
表
作
で
あ
ろ
う
か
。

水
飼
は
原
論
学
者
と
い
い
つ
つ
も
、
そ
の
研
究
関
心
は
地
方
制
度
に
む
け
ら
れ
て
い
た
。
も
し
、
筆
者
（
大
塚
）
に
対
す
る
教
授
会
の
判
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断
基
準
か
ら
す
れ
ば
、
水
飼
も
ま
た
政
治
学
原
論
を
体
系
化
し
て
は
お
ら
ず
、
駒
大
の
原
論
担
当
者
と
し
て
不
適
格
者
と
判
定
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
飯
山
に
は
、「
ア
メ
リ
カ
政
党
政
治
の
概
説
」『
法
学
論
集
』
第
四
号
（
一
九
六
七
年
）、「
政
治
権
力
の
意
義
と
構

造
」『
法
学
論
集
』
第
五
号
（
一
九
六
八
年
）、「
圧
力
団
体
に
関
す
る
考
察
」『
法
学
論
集
』
第
六
号
（
一
九
六
九
年
）、「
ア
メ
リ
カ
の
圧
力

団
体
に
つ
い
て
」『
駒
大
法
学
部
研
究
紀
要
』
第
二
八
号
（
一
九
七
〇
年
）、「
パ
ー
ス
分
析
と
権
力
測
定
に
つ
い
て
」『
法
学
論
集
』
第
一

七
号
（
一
九
七
八
年
）、「
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
一
考
察
」『
政
治
学
論
集
』
第
五
号
（
一
九
七
七
年
）、「
権
力
測
定
に
つ
い
て
」『
政

治
学
論
集
』
第
七
号
（
一
九
七
八
年
）
な
ど
の
諸
論
文
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
論
考
を
中
心
に
し
て
飯
山
は
『
政
治
学
要
論
』（
八

千
代
出
版
社
、
一
九
七
七
年
）
を
ま
と
め
た
。
飯
山
は
政
治
権
力
を
中
心
と
し
た
研
究
を
す
す
め
て
お
り
、
そ
れ
は
非
常
に
堅
実
な
も
の

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
道
半
ば
で
病
に
倒
れ
て
し
ま
っ
た
。
飯
山
も
そ
の
意
味
で
、
原
論
の
体
系
化
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
。

四

む
す
び
に
か
え
て

政
治
学
原
論
担
当
者
と
し
て
そ
の
学
的
な
体
系
化
が
で
き
て
い
な
い
ゆ
え
に
、
筆
者
の
教
育
職
員
と
し
て
の
資
質
に
疑
義
を
も
た
れ

た
の
に
相
違
な
い
。
た
と
え
二
〇
〇
五
年
に
教
授
昇
格
が
お
認
め
い
た
だ
け
た
と
し
て
も
、
筆
者
は
問
題
を
抱
え
た
、
お
バ
カ
な
教
育

研
究
職
員
と
し
て
の
十
字
架
を
背
負
い
つ
つ
、
今
後
研
究
生
活
を
送
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
本
来
、
研
究
教
育
機
関
で
あ
る
大
学

に
あ
っ
て
、
研
究
を
個
人
的
な
余
技
と
し
て
評
価
す
る
傾
向
は
排
除
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ア
カ
デ
ミ
シ
ャ
ン
が
ま
っ
と
う
に
生

き
ら
れ
な
い
よ
う
な
大
学
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
駒
大
が
知
的
生
産
力
の
高
い
都
市
型
大
学
を
め
ざ
し
て
い
る
な
ら
ば
、
な
お
さ
ら

の
こ
と
で
あ
る
。
多
く
の
大
学
で
は
助
教
授
の
キ
ャ
リ
ア
（
経
歴
・
年
限
・
年
数
）
を
ク
リ
ア
し
、
一
定
の
論
文
が
あ
れ
ば
、
フ
リ
ー
パ

ス
で
教
授
昇
格
を
認
め
る
と
い
う
慣
習
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
筆
者
に
関
す
る
法
学
部
の
人
事
政
策
か
ら
も
明
ら
か
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な
よ
う
に
、
助
教
授
の
キ
ャ
リ
ア
が
何
年
で
あ
ろ
う
と
も
、
学
問
の
体
系
化
が
な
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
昇
任
昇
格
を
許
さ
な
い
と
い
う
毅

然
と
し
た
姿
勢
を
駒
大
法
学
部
は
示
し
た
。
他
大
学
の
よ
う
に
一
定
の
年
限
を
み
た
せ
ば
昇
進
、
昇
格
を
許
す
と
い
っ
た
な
れ
あ
い
人

事
は
、
駒
大
法
学
部
で
は
一
切
通
用
し
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
他
大
学
の
よ
う
に
他
人
の
業
績
内
容
に
つ
い
て
専
門
外
だ
か
ら
と
し

て
容
喙
す
る
こ
と
を
は
ば
か
る
、
と
い
う
こ
と
も
な
し
に
、
激
し
く
厳
し
く
業
績
を
評
価
す
る
こ
と
は
、
実
に
も
っ
て
壮
挙
で
あ
る
。

と
く
に
、
筆
者
の
よ
う
に
〞
一
〇
冊
の
単
著
〝
を
も
の
す
る
ま
で
教
授
昇
格
を
許
さ
な
か
っ
た
の
は
、
ひ
と
つ
の
見
識
で
あ
ろ
う
。
情

実
人
事
を
排
し
て
徹
底
し
た
業
績
主
義
で
臨
む
方
針
に
大
転
換
し
た
こ
と
で
、昇
格
、昇
任
人
事
は
活
性
化
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。先
々
、

昇
格
昇
任
人
事
で
も
ま
た
新
任
採
用
に
あ
た
っ
て
も
ゲ
キ
辛
な
評
価
基
準
を
設
定
し
た
方
が
、
駒
大
法
学
部
の
タ
メ
に
な
る
は
ず
だ
。

こ
れ
か
ら
は
、
ペ
ラ
ペ
ラ
な
ペ
ー
パ
ー
数
本
で
、
昇
任
、
昇
格
、
採
用
を
認
め
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
い
や
な
い
は
ず
だ
と
信

じ
た
い
。
も
し
そ
の
よ
う
な
審
査
を
し
た
と
す
れ
ば
、
差
別
人
事
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
あ
る
者
に
は
教
授
昇
格
に
あ
た
り

一
〇
冊
の
単
著
を
求
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
の
者
に
は
わ
ず
か
数
本
の
論
文
で
昇
格
を
許
す
こ
と
な
ぞ
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
専
攻
分
野
に
お
け
る
体
系
化
を
成
し
遂
げ
る
と
い
う
新
基
準
が
設
定
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
確
実
に
法
学
部
の
レ

ベ
ル
を
高
め
て
い
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
本
学
が
国
内
最
高
峰
レ
ベ
ル
と
な
る
の
は
、
決
し
て
絵
空
事
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

現
代
に
あ
っ
て
、
人
権
を
最
大
限
尊
重
、
擁
護
す
る
こ
と
は
世
間
で
は
常
識
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
人
権
救
済
に
関
し
て
は
、
社

会
に
あ
っ
て
は
い
く
つ
も
の
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
し
か
る
に
、
権
利
に
関
し
て
鋭
敏
な
感
覚
を
有
す
る
は
ず
の
法
学
部
に
、

人
事
に
つ
い
て
の
救
済
制
度
が
な
い
の
に
は
驚
か
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
の
提
案
を
し
た
い
。

①
昇
進
、
昇
格
を
否
決
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
決
定
に
つ
い
て
異
議
申
し
立
て
制
度
を
整
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
た
と
え

ば
、
異
議
申
し
立
て
が
な
さ
れ
た
場
合
、
業
績
審
査
委
員
を
交
代
し
て
再
審
査
し
た
り
、
申
請
者
か
ら
の
意
見
を
聴
取
す
る
制
度
を
創
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設
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

あ
る
い
は
、

②
外
部
か
ら
一
名
の
審
査
員
を
委
嘱
し
て
、
客
観
的
な
業
績
評
価
を
す
る
制
度
も
有
効
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

原
論
学
者
と
し
て
低
レ
ベ
ル
な
筆
者
で
は
あ
る
が
、
研
究
の
手
綱
だ
け
は
決
し
て
ゆ
る
め
ず
に
今
後
と
も
前
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
当
面
し
て
、
以
下
の
仕
事
に
手
を
染
め
は
じ
め
て
い
る
。

国
家
論
関
連
で
は
、

１
『
明
治
維
新
の
思
想
』（
成
文
堂
、
二
〇
〇
五
年
刊
行
予
定
）

西
欧
政
治
思
想
史
関
係
で
は
、

２
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
理
念
の
展
開
（
仮
題
）』（
信
山
社
、
二
〇
〇
六
年
刊
行
予
定
）

日
本
政
治
学
（
史
）
論
関
係
で
は
、

３
『
昭
和
前
期
の
政
治
学
（
仮
題
）』（
成
文
堂
、
二
〇
〇
七
年
刊
行
予
定
）、

４
『
日
本
政
治
学
を
創
っ
た
人
々
（
仮
題
）』

編
著

（
法
律
文
化
社
、
二
〇
〇
六
年
予
定
）

筆
者
の
よ
う
な
非
力
で
、
無
能
で
、
愚
か
し
い
原
論
担
当
者
で
も
、
地
道
に
歩
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
で
そ
れ
な
り
の
成
果
を
生
み

出
せ
る
の
で
あ
る
。
パ
フ
ィ
ー
（P

u
ffy

）
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、「
こ
れ
が
わ
た
し
の
生
き
る
道
」
を
驀
進
し
て
い
き
た
い
。
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